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ダ
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テ
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ウ
ッ
デ
イ
ヨ
l
タ
カ
ラ
は
「
ニ
ヤ
l
ヤ
ス
l
ト
ラ
』
（
Z
と
冒
頭
の
十
六
諦
の
開
示
に
関
し
て
、
最
も
重
要
な
「
認
識
」

G
E
E
S
m
w
B）
に
つ
い
て

の
独
自
の
議
論
を
『
ニ
ヤ
l
ヤ
ヴ
ァ
l
ル
ッ
テ
イ
カ
』
（
Z
〈
・
）
に
於
て
始
め
る
。

「
認
識
の
本
質
に
つ
い
て
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
る
に
認
識
の
認
識
性
と
は
何
か
。
認
識
と
は
何
を
言
う
の
か
。
認
識
と
は
認
知

（ロ

3
Z
E
F
S）
の
原
因
で
あ
る
。
認
知
の
動
因
（
E
B昨
E
S）
が
認
識
で
あ
る
。
問
、
っ
。
同
義
だ
か
ら
定
義
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
も
し
認

識
が
認
知
の
原
因
な
ら
ば
、
認
識
者
と
認
識
対
象
も
認
知
の
原
因
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
も
認
識
で
あ
る
こ
と
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
違

い
を
述
べ
る
べ
き
だ
と
。
答
え
る
。
こ
こ
に
違
い
が
あ
る
。
認
識
に
お
い
て
認
識
者
と
認
識
対
象
は
行
為
の
機
能
を
持
つ
か
ら
、
認
識
に
お
い
て

認
識
者
と
認
識
対
象
は
認
識
の
機
能
で
あ
る
。
し
か
し
認
識
は
機
能
で
は
な
い
。
だ
か
ら
そ
れ
は
認
知
の
確
立
で
あ
る
。
問
う
。
認
識
生
起
は
行

為
で
は
な
い
。
然
ら
ず
、
感
官
と
対
象
の
接
触
（
Z
∞－H
I

－
－
品
）
は
行
為
で
あ
る
か
ら
。
問
う
。
も
し
認
識
者
と
認
識
対
象
に
認
識
が
生
ず
れ
ば
、
そ

の
場
合
認
識
の
生
起
は
行
為
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
答
え
る
。
そ
う
で
は
な
い
。
感
官
と
対
象
の
接
触
は
行
為
で
あ
る
か
ら
、
認
識
の
生
起
は

不
行
為
で
は
な
い
、
」
（
Z
〈－

a－
d
g
E
F
Sミ喧喧・印場。’
E
）
云
々
に
お
い
て
、
ヴ
ァ

l
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
ミ
シ
ユ
ラ
は
、
対
象
と
の
相
向
性

（i
∞
E
E
E
3
5）
と
い
う
異
説
を
挙
げ
、
ウ
ダ
ヤ
ナ
は
そ
れ
が
『
ニ
ヤ
l
ヤ
ピ
ン
ド
ウ
』
の
引
用
で
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
説
で
あ
る
こ
と
を
説

明
す
る
の
で
あ
る
。
ヴ
ァ
l
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
は
言
う
。
「
（
Z
〈
・
の
）
『
而
る
に
』
（
E
缶
百
S
ぽ
）
と
は
、
或
る
者
ど
も
が
「
認
識
と
は
未
知
の
対
象
の

認
知
で
あ
る
』
と
す
る
。
表
象
を
持
つ
認
知
が
対
象
と
相
同
な
こ
と
だ
と
或
る
派
は
言
い
、
他
の
者
ど
も
は
『
無
相
の
認
知
が
自
我
と
無
我
を
明
ら

め
る
こ
と
で
あ
る
』
と
す
る
。
」
（
Z
可
身
当
智
正
付
巴
皆

3
4旦
同
P
同
船
田
毘
∞
E
・∞
2
・N
P
S
N
P

－
u

・N
0
・H
N
E
E）

未
知
の
対
象
云
々
は
『
プ
ラ
マ

l
ナ
ヴ
ァ

l
ル
ッ
テ
ィ
カ
』
宗
教
章
の
認
識
論
で
言
っ
て
い
た
し
、
認
知
（
£
忠

E
B）
は
対
象
と
の
相
向
性
と

ウ
ダ
ヤ
ナ
に
於
け
る
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
引
用
の
経
緯
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い
う
定
義
も
し
て
い
た
（
戸
古
一
宏
）
。
『
ニ
ヤ
i
ヤ
ピ
ン
ド
ゥ
』
（
Z
7
）
知
覚
章
の
最
後
で
は
「
そ
の
現
量
知
が
認
識
結
果
で
あ
る
。
対
象
認
知
の

性
質
を
持
つ
か
ら
。
」
（

E
3
3
q
m
Eと
g
g
B
B
B
E名
E
E
B
E
E
E
E
E宮
三
三
一

5
・

a・
5
－s
g
L
S
F
司
・
忍
）
と
し
、
「
こ
れ

と
対
象
の
相
同
な
る
こ
と
が
認
識
で
あ
る
。
そ
れ
に
依
っ
て
対
象
認
知
が
成
立
す
る
か
ら
」
（
町
三
宮
田
智
b
3
2志
田
吉
田
肖
岱
5
8
9
5
E号
お
泣

き
F
8
5岳
町
広
島
町
o
f
h
σ
・司・∞
H

）
と
言
、
っ
。
ウ
ダ
ヤ
ナ
は

Z
ユ
ヨ
〈
皆
E
E
B仲
間
出
ミ

8
9
ュ2円

四
円

HE－－
S
L吋
E
H

∞一－
v
・g
・ω
で
、
こ
れ
ら
を
二
経
づ
っ
引

用
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
を
「
経
量
部
」
（
∞

S
R吉
野
嘗
）
と
し
、
無
相
論
者
（
Z
昨
弊
管
当
盆
宮
各
）
の
ア
ピ
ダ
ル
マ
家

（
〈
巻
町

Z
S
F）
｜
｜
シ
ャ

l
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
ー
ー
と
対
比
す
る
。
（
I
）（

Q
F
N切さ

ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
認
識
理
論
は
『
ニ
ヤ
l
ヤ
ピ
ン
ド
ウ
』
現
量
章
と
「
プ
ラ
マ
l
ナ
ヴ
ァ

l
ル
ッ
テ
ィ
カ
』
宗
教
章
で
語
ら
れ
る
が
、
後
者

の
「
宗
教
章
」
の
章
名
司
E
自
営
忠
広
島
問
は
、
認
識
の
拠
り
所
で
あ
る
ブ
ッ
ダ
と
知
覚
推
論
両
認
識
の
確
立
と
を
意
味
し
て
お
り
、
小
著
『
ダ
ル
マ

キ
l
ル
テ
ィ
に
お
け
る
哲
学
と
宗
教
』
で
観
察
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
初
め
に
ヴ
ァ
l
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
と
ウ
ダ
ヤ
ナ
が
『
ニ
ヤ
l
ヤ
ピ
ン
ド
ウ
』

の
認
識
論
を
挙
げ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
見
て
ゆ
く
。
『
プ
ラ
マ
l
ナ
ヴ
ァ
l
ル
ッ
テ
イ
カ
」
現
量
章
は
既
に
知
覚
自
体
と
対
象
論
つ
ま
り
存
在
論

に
入
っ
て
い
る
が
、
『
ニ
ヤ
l
ヤ
ピ
ン
ド
ウ
』
の
現
量
章
は
終
り
に
認
識
論
自
体
を
開
示
す
る
。
ウ
ダ
ヤ
ナ
が
引
く

Zσ
・
7

5’N
円
で
あ
る
口
し

か
し
そ
こ
に
書
誌
情
報
は
な
く
、
筆
者
が
修
士
課
程
の
時
に
回
F
E
2
F
o
g
－ロ島
g
版
で
見
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
は
、
対
象

論
か
ら
言
え
ば
遠
近
に
差
の
あ
る
個
物
が
作
用
能
力
（
岱
ユ
E
E－－可船田助言
R
吾

3
B）
有
り
、
そ
の
知
が
真
の
認
識
結
果
で
あ
る
と
言
、
っ
。
か
く
て
ニ

ヤ
l
ヤ
派
は
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
を
経
量
部
と
す
る
の
で
あ
る
。
説
一
切
有
部
ら
の
よ
う
に
物
自
体
の
先
験
的
実
在
性
を
言
わ
ず
、
唯
識
家
の
よ

う
に
す
べ
て
を
一
心
に
帰
す
る
こ
と
も
な
い
。
無
相
的
識
論
者
の
よ
う
に
究
極
は
空
な
り
と
も
言
わ
な
い
。
そ
れ
で
は
認
識
と
対
象
の
関
係
を
ど

の
よ
う
に
規
定
す
る
の
か
。
認
識
と
対
象
の
相
向
性
（
＆
B3ω
自
）
が
認
識
作
用
H

認
識
作
具

G
E
E
S
ω
B）
で
あ
る
と
す
る
。
対
象
と
の
相
似
な

る
表
象
が
認
識
の
起
る
こ
と
で
、
ウ
ダ
ヤ
ナ
の
引
く
『
ニ
ヤ
l
ヤ
ピ
ン
ド
ウ
』
の
件
ん
の
場
所
で
述
べ
る
。

「
そ
の
現
量
知
が
認
識
結
果
（
司
E
B
E名
E
E
E）
で
あ
る
。
対
象
認
知
（
唱

gazf）
を
本
質
と
す
る
か
ら
。
後
者
が
対
象
と
相
同
な
る
こ
と

（田智

8
当
日
）
が
認
識
で
あ
る
。
そ
れ
に
依
っ
て
対
象
認
知
が
成
り
立
つ
か
ら
だ
。
」
『
プ
ラ
マ
ナ
ヴ
ァ

i
ル
ッ
テ
ィ
カ
』
宗
教
章
で
は
こ
れ
を
覚
知

S
E）
と
言
い
、
人
間
は
こ
れ
を
指
標
と
し
て
働
く
と
す
る
（
戸
ω
）
。
続
く
第
4
備
で
、
「
認
知
は
対
象
の
形
相
の
別
異
（
〈
仲
間

Fa除
皆
与
宮
島
各
）
に
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拠
っ
て
認
識
結
果
を
別
異
に
す
る
」
と
し
、
相
同
な
る
表
象
と
い
う
認
識
が
認
識
知
の
源
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
未
知
の
表
象
の
顕
現
が
一
層
優
れ

た
認
識
で
あ
り
、
そ
の
対
象
は
作
用
性
を
持
つ
こ
と
で
実
在
性
が
検
証
さ
れ
る
と
す
る
。
こ
れ
を
ニ
ヤ
l
ヤ
派
は
気
に
す
る
。
つ
ま
り
ウ
ッ
デ
イ

ヨ
l
タ
カ
ラ
の
素
朴
な
、
認
識
日
認
識
結
果
論
に
相
い
対
す
る
有
力
な
異
論
と
し
て
、
そ
の
後
に
現
わ
れ
た
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
認
識
論
を
後

期
ニ
ヤ
l
ヤ
派
は
意
識
し
た
の
で
あ
る
。

ウ
ダ
ヤ
ナ
が
ダ
ル
マ
キ
i
ル
テ
ィ
を
．
（
ロ
宮
司
自
mw
）
E
E．
と
し
て
『
パ
リ
シ
ユ
ツ
デ
イ
』
で
引
用
す
る
の
は
、
叶
宮
山
富
同
の
索
引
で
最
初
（
苛
－
H
H
H
）

に
宗
教
章
第
N
N
g
（サ
l
ン
ク
リ
ト
ヤ
1
ヤ
ナ
国
O
同
∞
・
本
）
で
あ
る
。

d
m
宮
町
〈
E
r吉｝
V
E
E
F
o
E『
皆
目
齢
の
立
件
。
立
忠
弘
沼
品
、
．
で
、
「
そ
れ
ら
（
諸

煩
悩
）
が
無
け
れ
ば
、
自
我
は
苦
し
み
の
原
因
に
な
ら
な
い
と
せ
ば
、
答
え
る
。
汝
じ
に
も
同
様
（
、
自
我
が
な
け
れ
ば
諸
煩
悩
も
無
い
の
）
だ
、
」
と

言
う
箇
所
で
あ
る
。
ウ
ダ
ヤ
ナ
は
そ
れ
に
対
し
て
、
「
霊
我
の
存
在
だ
け
で
苦
し
み
の
原
因
に
な
る
の
で
は
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。
そ
う
で
な
け

れ
ば
仏
教
徒
と
共
通
の
敵
者
で
あ
る
唯
物
論
者
（
内
骨
ユ
E
F）
も
救
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
言
う
。
ニ
ヤ
l
ヤ
派
で
も
「
罪
過
（
仏

g
g
F）
が
業
を
起

こ
す
特
徴
の
あ
る
」
も
の
と
し
（
℃

5
5
2
8肋
F
E
F
g
T吉
田
広
竺
Z
？
？
y
H∞
）
、
第
二
経
（
Z
∞
・
ケ
ゲ
N
）
で
「
苦
し
み
、
生
、
業
、
罪
過
、
虚
妄
知

を
前
へ
前
へ
と
（
逆
次
に
）
滅
ぼ
し
て
い
け
ば
、
（
中
略
）
解
脱
（
名
君
民
間
各
）
が
あ
る
」
（
含
廿
｝
岳
と
g
B品
店
丘
三
円
吉
田

Z
E
5
4と
忠
忌
B

E
E
S円
同
日
守
身
。
：
：
告
当
時
怒
号
と
ニ
＝
P
っ
。
虚
妄
知
日
と
は
反
ニ
ヤ
I
ヤ
的
哲
学
で
あ
る
。
自
我
意
識
が
煩
悩
と
苦
し
み
と
輪
廻
の
原
因
で
あ
る
と

す
る
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
倫
理
学
を
ニ
ヤ
l
ヤ
派
の
対
論
と
し
て
ウ
ダ
ヤ
ナ
は
引
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
司
皆
吉
ミ
＆

5
」
の
対
応

箇
処
は
な
く
、
ウ
ダ
ヤ
ナ
自
身
の
論
考
で
あ
る
。

ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
説
は
－
証
明
さ
れ
な
い
と
彼
は
言
、
っ
。
食
欲
等
の
見
ら
れ
な
い
霊
我
の
捨
離
は
あ
り
得
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
無
我
↓
無

欲
と
い
う
推
移
式
に
対
し
て
、
無
欲
↓
有
我
の
可
能
性
も
認
め
る
。
た
だ
、
業
（
官
当

B
S）
が
輪
廻
の
原
因
で
あ
る
こ
と
は
第
二
経
で
認
め
て
い

る
か
ら
、
要
は
霊
我
の
前
提
を
認
め
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
最
後
の
引
用
は
ヴ
ァ

l
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
ミ
シ
ュ
ラ
が

Z
∞
・
〈
咽
ド
N

一
「
反

聡
の
性
質
を
自
己
の
聡
例
に
認
め
る
時
、
主
張
は
壊
れ
る
」
に
関
し
て
、
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
『
弁
証
法
（
J

ぷ
含
ミ
身
ω）
』
を
引
い
た
こ
と
を
言
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
後
者
に
つ
い
て
見
る
。
（
ぽ
号
・
司
・
吋
C
C
E
8
H
）
イ
包
勘
E

Eユ
庄
工
忠
告
盆
包
呈
ユ
苫
E
雪
印
∞
苫
邑
司
営
石
毛
停
田
宮
〈

3
2

4
与
E
の
骨
盆

g
笠
宮
口
官
官
司
。
志
円
窓
口
酌

S
音
色
5
5
－UE
f
m
r∞
宮
昏
R
B
g
uふ
喜
志
ロ
ロ
』
忠
ロ
盆
＼

Eww

ウ
ダ
ヤ
ナ
に
於
け
る
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
引
用
の
経
緯
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こ
れ
は
、
『
－
品
升
－
証
法
』
（
〈
怠
自
可
肋
冒
）
唱
＆
．
富
。
『
岱
。
－
叶
．
冨
戸
】
わ
F
司．N
∞岨H
＋
H

。
に
相
当
し
、
＆
‘
ロ
〈
包
冨
宮
？
回

R
唱．吋印＠吋＆では、
ε唱
昌
毘
唱
営
E
昏
自
ロ
皆
ロ
冶
包
可
吾
皆
同
σロ岱

同
】
同
岱
片
m戸吋

g岱
目

が
為
さ
れ
て
い
る
。
後
半
は
『
ニ
ヤ
l
ヤ
ス
l
ト
ラ
』
第
5
章
の
弁
証
法
を
取
り
上
げ
て
批
判
し
て
い
る
。
但
し
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
は
若
い
時

に
は
ニ
ヤ
I
ヤ
派
を
よ
く
勉
強
し
た
か
ら
、
既
に
発
表
し
た
よ
う
に
親
近
感
も
示
し
て
は
い
る
が
、
こ
こ
で
は
ニ
ヤ
l
ヤ
派
の
、
言
葉
の
無
常
性

と
い
う
一
見
自
説
と
矛
盾
す
る
よ
う
な
主
張
（
Z
∞－

F
ド
ロ
）
を
取
り
上
げ
て
、
貴
説
破
れ
た
り
と
榔
撤
す
る
の
で
あ
る
。
『
ニ
ヤ
l
ヤ
ス
l
ト
ラ
』

F
N・
5
は
「
原
因
あ
り
、
聞
か
れ
、
作
ら
れ
（
発
音
さ
れ
）
る
も
の
だ
か
ら
言
葉
は
無
常
だ
」
と
す
る
。
ニ
ヤ
l
ヤ
派
が
言
葉
の
対
象
を
一
般
性

（
急
自
皆
吉
B
）
と
し
な
が
ら
言
葉
を
無
常
と
す
る
理
由
を
一
一
一
つ
の
理
由
矛
盾
か
ら
あ
げ
つ
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ヴ
ァ
l
チ
ャ
ス

パ
テ
ィ
ミ
シ
ユ
ラ
は
反
駁
す
る
。
「
（
我
々
ニ
ヤ
l
ヤ
派
は
）
不
定
似
因
の
過
失
を
排
除
す
る
こ
と
で
異
解
と
そ
の
発
生
は
無
い
か
ら
（
批
判
は
あ

た
ら
な
い
）
。
サ
l
ン
ク
ヤ
説
に
依
存
し
て
言
葉
の
永
遠
性
を
認
め
る
な
ら
自
己
矛
盾
で
あ
る
が
、
証
因
（
Z
∞－

F
ド
ロ
）
自
体
は
不
定
似
因
で
は

な
い
。
（
言
葉
の
永
遠
性
と
い
う
）
補
集
合
（
己
宮

zzf）
は
起
ら
な
い
か
ら
。
単
な
る
自
説
の
捨
離
が
敗
北
処
（
宮
忌

ag岳
曾
富
岡
）
な
の
だ
」
と

強
弁
す
る
。
『
ニ
ヤ
l
ヤ
パ

l
シ
ュ
ヤ
』
（
邑
Z
∞
・
戸
ド
ロ
）
は
言
葉
を
個
（
〈
苫
E
S）
な
る
実
体
（
骨
ミ
吉
田
）
で
は
な
く
、
類
（
』
皆
即
位
）
に
特
徴
付
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
は
、
一
般
性
（
由
勧
告
皆
吉
田
）
と
い
う
普
遍
的
永
遠
性
と
の
矛
盾
が
出
る
と
言
っ
た
。

冨－

H
J
Z
c♀
編
集
の
．
4
盆
富
山
込
吉
司
J

－u
・N
少

E
I
5
の
当
該
箇
所
は
次
の
知
く
に
な
っ
て
い
る
。
知
覚
性
の
永
遠
・
無
常
の
主
張
は
混
乱
す
る

か
ら
、
定
立
不
構
成
の
適
用
（
証
因
）
が
あ
る
か
ら
、
議
論
は
負
け
で
あ
る
。
こ
の
類
い
で
は
反
対
主
張
の
承
認
が
な
く
て
も
、
自
分
の
主
張
を
捨

離
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
は
こ
の
規
定
を
導
く
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
に
前
置
き
し
て
い
る
。
言
葉
の
対
象
は
一
般
性

（
田
島
田
皆
吉
田
）
で
あ
り
、
デ
ィ
グ
ナ
i
ガ
以
来
の
仏
教
論
理
学
派
で
は
ア
ポ
l
ハ
理
論
を
展
開
し
て
い
た
。
「
ニ
ヤ
l
ヤ
ス
l
ト
ラ
』

F
N・
8
’で、

言
葉
（

2
g
m
f）
の
対
象
は
類
（
』
往
伊
）
の
ほ
か
個
物
と
形
相
（
動

E
S）
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
言
葉
の
対
象
が
永
遠
か
無
常
か
は
推

論
で
き
な
い
。
こ
れ
を
「
混
乱
」
（
d
§
E＆

sf）
と
言
っ
た
。
尚
、
音
声
（
包
豆
島
）
は
ヴ
ァ
イ
シ
ェ

l
シ
カ
派
で
は
虚
空
の
属
性
（
官
官
ザ
）
で
あ

る
が
、
ブ
ラ
シ
ャ
ス
タ
パ

l
ダ
は
そ
れ
を
利
那
性
（
E
z
g野
島
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
司
E
2
2
8怠
与
志
∞

S
P
唱・

8
N
金
倉
園
照
『
イ
ン
ド
の
自

然
哲
学
」
N
H
H

頁）。

-16-



ヴ
ァ
l
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
ミ
シ
ュ
ラ
も
ウ
ダ
ヤ
ナ
も
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
細
か
い
議
論
を
よ
く
拾
っ
て
い
る
。
但
し
彼
は
神
の
証
明
に
際
し
て
、

ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
批
判
に
対
処
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
が
神
の
造
作
に
な
る
と
言
う
中
に
、
原
因
た
る
神
の
意
志
と
そ
の
結
果
と
の
関
係

が
「
本
来
的
結
合
」
（
∞
芯
宰
雪
野

g
m
B
E
E
E
S）
と
し
て
あ
る
と
い
う
内
包
論
理
を
考
え
だ
し
た
（
叶
皆
3
q
s
R
P
司・

8
0）
。
そ
れ
は

O
R
g
a

o
g吾
自
回
目
白
が
者
N
同∞
0
・
酉
（
者
百
ニ
虫
∞
）
で
発
表
し
て
お
り
（
，

u
q
p診
g
i
z
z
E
B
Z
E
E－
）
、
羽
田
野
・
木
村
「
正
理
・
勝
論
派
神
論
の

研
究
｜
｜
ウ
ィ
ー
ン
学
派
に
お
け
る
｜
｜
」
（
『
文
化
』
包
ム
）
ゅ

5
0頁
で
紹
介
し
た
。
彼
は
そ
こ
で
は
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い

が
、
論
理
の
事
例
が
な
い
と
言
う
彼
の
批
判
に
対
処
し
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
『
ニ
ヤ
l
ヤ
ヴ
ァ
l
ル
ツ
テ
イ
カ
』
で
ウ
ッ
デ
ィ
ヨ

1
タ
カ
ラ
が
神
の
証
明
を
試
み
、
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
批
判
共
々
我
々
は
既
に

報
告
し
て
い
る
（
『
文
化
」

ω十
ω
及
び
下
記
著
書
）
。
前
提
命
題
を
保
証
す
る
事
例

S
E
E
m
g
S
F）
が
無
い
と
言
う
の
が
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
批
判

の
中
心
論
理
で
あ
る
が
、
ヴ
ァ

l
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
ミ
シ
ユ
ラ
は
世
界
の
各
事
例
と
し
て
、
神
の
御
業
と
い
う
論
理
式
が
各
事
例
に
内
在
し
て
い
る

と
反
論
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
ニ
ヤ
l
ヤ
派
は
直
接
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
を
引
い
て
反
論
す
る
こ
と
は
も
は
や
な
か
っ
た
。
ウ
ダ
ヤ
ナ
は
利
那
滅

リ
無
我
論
と
し
て
直
近
の
ジ
ユ
ニ
ャ

l
ナ
シ
ュ
リ
l
ミ
ト
ラ
を
と
り
上
げ
た
。
こ
れ
は
『
印
度
皐
悌
教
皐
研
究
』
に
二
度
に
渉
っ
て
発
表
し
た
。
（
2

）
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ま
た
ウ
ダ
ヤ
ナ
は
ぜ
包
住
町
四
一
5
3
3＼
同

V
S
E
E
m呂
田
ω
2
2
F色。－
m
w
E
E
Zロ
島
町

gmHE－
－
「
、
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
言
わ
ん
と
す
る
所
は
、
正
し
い
認

識
は
す
べ
て
の
願
望
の
基
礎
で
あ
る
」
と
、
引
用
の
形
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
実
は
『
ニ
ヤ
l
ヤ
ピ
ン
ド
ウ
』
冒
頭
の
食
器
呂
ヨ
包

g
s
B円己
5

E
3
8ロ
E
∞F
h
E
F
S
E
S
S．J
「
す
べ
て
の
世
人
の
目
的
成
就
は
正
し
い
認
識
を
前
提
と
す
る
」
と
い
う
句
の
言
い
換
え
で
あ
る
。
引
用
と
し
て
も

こ
の
よ
う
に
自
由
に
趣
意
を
採
っ
て
反
論
す
る
こ
と
も
イ
ン
ド
論
師
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
。
ウ
ダ
ヤ
ナ
は
神
の
証
明
に
つ
い
て
は
独
立
に
「
ニ

ヤ
l
ヤ
ク
ス
マ

l
ン
ジ
ャ
リ
』
を
パ

1
シ
ュ
パ
タ
神
論
と
し
て
著
わ
し
た
。
（

Q
・
2
3
3
5
F
F〉
ロ

E
e
m
S
E
E
S巳
臣
8
－
。
匂
｜
i
k
g

E
g含
aszd弘司
8
5
zユ
ヨ
吉
田
口
自
信
」
色
＼
ヨ

8
5吋
N
・
）
古
く
は
戸
内
。
巧
己
の
英
訳
も
あ
る
が
、
今
は

Z
・∞－

ustι
の
テ
キ
ス
ト
と

英
訳
が
あ
る
。
（
3
）
こ
の
書
で
は
も
は
や
チ
ャ
l
ル
ヴ
ァ

l
カ
（
唯
物
論
者
）
な
ど
を
論
敵
に
想
定
し
て
い
る
。

論
理
学
の
節
で
『
パ
リ
シ
ユ
ツ
デ
イ
』
司
・

5ω
喝
お
で
は
、
ダ
ル
マ
キ
I
ル
テ
ィ
の
「
結
果
因
」
な
る
因
果
論
理
を
採
り
上
げ
、
一
頁
ほ
ど
独
自
の

考
察
を
し
て
い
る
。
こ
こ
は
註
釈
対
象
の
ヴ
ァ
l
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
が
「
タ
l
ト
パ
リ
ヤ
テ
ィ
l
カ
1
」
で
、
む
し
ろ
積
極
的
に
「
プ
ラ
マ

i
ナ
ヴ
ァ
l

ウ
ダ
ヤ
ナ
に
於
け
る
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
引
用
の
経
緯



木
村

俊
彦

ル
ッ
テ
イ
カ
』
の
第
一
章
の
結
果
因
論
考
の
議
論
を
引
き
、
第
ωN
備、

ω∞
偶
、
日
C

備
の
引
用
が
あ
り
、
反
論
す
る
。

司
皆
吉
弓
旦
同
窓
」
の
こ
の
あ
た
り
は
ガ
ウ
タ
マ
が
ニ
ヤ
i
ヤ
の
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
十
六
諦
を
開
示
す
る
『
ニ
ヤ
l
ヤ
ス
l
ト
ラ
』

f
y
H
、
解
脱

論
の
第
2
経
、
認
識
論
の
第
3
経
、
知
覚
論
（
現
量
論
）
の
第
4
経
に
続
い
て
論
理
学
（
三
種
比
量
）
を
開
示
す
る
第
5
経
（
Z
∞
・
？
？
印
）
の
場
所
で

あ
り
、
ヴ
ァ
I
チ
ャ
ス
パ
テ
イ
ミ
シ
ュ
ラ
は
し
き
り
に
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
『
プ
ラ
マ

l
ナ
ヴ
ァ
l
ル
ツ
テ
イ
カ
』
第
一
章
を
、
名
を
挙
げ
ず
に

引
用
す
る

0
5∞
頁
（
同
g
E’
a・
）
で
第
ωN
偶
（
サ
l
ン
ク
リ
ト
ヤ
1
ヤ
ナ
備
本
）
を
、

5
H
頁
で
第
包
偶
（
『
プ
ラ
マ

l
ナ
ヴ
ィ
ニ
シ
ュ
チ
ャ
ヤ
』
戸

包
）
を
、

5
N頁
で
第

5
備
を
引
用
す
る
。
い
ず
れ
も
証
因
論
の
う
ち
の
因
果
論
に
関
わ
る
所
で
あ
る
。
典
拠
の
広
ω
頁
の
引
用
備
は
特
定
で
き
て

い
な
い
。
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
イ
の
、
結
果
か
ら
原
因
を
推
論
す
る
証
因
は
ニ
ヤ
l
ヤ
の
有
前
（

ZH〈
君
主
比
量
を
受
け
継
い
で
い
る
。
ヴ
ァ
l
ツ

ス
ヤ
I
ヤ
ナ
は
、
河
の
氾
濫
か
ら
川
上
の
大
雨
を
推
量
す
る
例
を
挙
げ
る
（
Z
σ
F

－
u
－
aー忍）。

ジ
ャ
ヤ
ン
タ
バ
ッ
タ
は
『
ニ
ヤ
l
ヤ
マ
ン
ジ
ャ
リ
l
』
で
、
『
ニ
ヤ
l
ヤ
ピ
ン
ド
ウ
』
現
量
章
第
6
則
の
知
覚
定
義
、
「
観
念
を
離
れ
て
眼
疾
・
速
転
・

航
行
・
違
和
等
の
錯
乱
な
き
認
識
が
現
量
で
あ
る
」
（
S

ユE
E
S岳
民
宮
町

R
5
F
B
E
g
s
s
ユg
s
s
z
z害
笠
宮
忌
E
s
i
S
E
E
E
Z
S
5
5

同

vgqmwr∞FSM）
を
踏
ま
え
て
一
部
は
真
、
一
部
は
偽
と
し
て
い
る

o
Z
後
半
は
良
い
も
の
の
、
前
半
の
無
分
別
規
定
は
水
に
映
っ
た
月
影
を
本
物

の
月
と
誤
認
す
る
無
分
別
智
を
含
ん
で
し
ま
う
と
言
う
。
そ
の
後
で
「
我
等
が
努
め
て
見
て
き
た
ダ
ル
マ
キ
！
ル
テ
ィ
の
叡
知
が
こ
の
世
を
圧
伏

す
る
ほ
ど
確
固
な
ら
ん
と
も
」
と
誼
う
の
で
あ
る
。
前
半
備
は
「
以
上
良
き
知
恵
も
て
こ
の
一
対
の
定
義
を
述
べ
ん
と
欲
し
て
著
わ
す
も
、
低
俗
な

り
と
は
為
さ
ぬ
者
な
り
」
で
あ
る
。
（
5

）バ

I
サ
ル
ヴ
ア
ジ
ュ
ニ
ャ
も
『
ニ
ヤ
l
ヤ
ブ
l
シ
ャ
ナ
』
で
、
大
地
等
も
神
の
御
業
と
い
う
立
証
を
、

d
s
m恒

星守

3
2巴
g
Bユ
ョ
と
い
う
『
プ
ラ
マ

l
ナ
ヴ
ア

1
ル
ッ
テ
ィ
カ
」
第
一
章
（
白
比
量
章
）
第
忠
信
の
援
用
で
行
な
う
の
で
あ
る
。
（
6
）

こ
れ
は
結
果
か
ら
原
因
を
推
知
す
る
結
果
因
の
提
唱
の
節
で
あ
り
、
「
原
因
を
持
た
な
い
も
の
は
常
に
有
か
常
に
無
と
な
る
」
（
昆
件
可
ω缶回岱仲門〈

i

g
巴円」、
m
B
〈酌
Fσ
吉
吋
）
筈
だ
と
い
、
つ
帰
謬
論
法
で
も
あ
る
口
こ
の
充
足
理
由
律
の
定
立
は
は
木
村
「
利
那
減
論
証
と
ウ
ダ
ヤ
ナ
の
反
論

l
l付
・
ダ

ル
マ
キ
i
ル
テ
ィ
に
お
け
る
結
果
因
の
定
立

l
l」
（
『
印
度
撃
備
教
事
研
究
』
g
l
N
）苛－
N
お
で
述
べ
た
口
わ
れ
わ
れ
は
『
印
度
皐
悌
教
皐
研
究
』

怠
E
N
「
ニ
ヤ
l
ヤ
学
派
と
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
イ
」
と
同
包
ム
「

g
S
3吾
3
3
9
g
E
S
B
E
E
S－
－
古
典
ニ
ヤ
l
ヤ
と
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ

｜
｜
」
で
、
学
生
期
の
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
が
ニ
ヤ
l
ヤ
学
派
に
親
し
ん
で
い
た
痕
跡
を
十
点
に
渉
っ
て
見
た
。
彼
の
著
作
で
は
そ
の
成
果
が
神
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の
証
明
や
ニ
ヤ
l
ヤ
論
理
学
の
批
判
に
現
わ
れ
て
い
る
。
逆
に
そ
の
因
縁
が
そ
の
後
の
ニ
ヤ
l
ヤ
学
派
に
親
し
み
を
興
し
た
も
の
か
、
ダ
ル
マ
キ
ー

ル
テ
ィ
に
敬
意
を
払
っ
て
さ
え
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
た
。
我
が
国
最
初
の
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
研
究
者
で
も
あ
る
金
倉
園
照
博
士
は
（
7

）
、
最
初

の
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
研
究
「
法
稀
（

U
E円
E
件
宮
仲
）
の
断
片
」
（
『
哲
皐
雑
誌
』
第
忠
吋
競
、
昭
和
七
年
）
に
お
い
て
、
ヴ
ェ
ー
ダ
l
ン
タ
派
の
ス
レ
l

シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
の
複
註
や
ヴ
ァ

l
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
ミ
シ
ユ
ラ
の
ヴ
ェ
ー
ダ
l
ン
タ
ス

1
ト
ラ
複
註
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
註
釈
対
象
で
あ
る
シ
ャ
ン
カ
ラ
自
体
が
、
（
神
舘
義
朗
氏
が
か
つ
て
報
告
し
た
）
「
仮
装
の
仏
教
徒
」
（
官
営
各

8
5
1固さ円
E
E）
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
を
踏
ま
え
て
い
る
。
マ

1
ダ
ヴ
ァ
も
含
め
、
意
外
に
ヴ
ェ
ー
ダ
l
ン
タ
派
に
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
が
学
ば
れ
て
い
る
。

」
こ
で
は
ウ
ダ
ヤ
ナ
な
ど
の
ニ
ヤ
1
ヤ
学
派
に
そ
の
一
班
を
見
た
。

ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
と
ウ
ダ
ヤ
ナ
等
の
年
代
は
ヴ
ァ

1
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
ミ
シ
ユ
ラ
の
そ
れ
と
共
に
確
定
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ァ

1
チ
ヤ

ス
パ
テ
イ
ミ
シ
ュ
ラ
に
つ
い
て
は
金
倉
園
照
博
士
が
「
哲
人
ヴ
ァ

l
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
ミ
シ
ュ
ラ
」
で
、
彼
の

hZVN僻
〕
『
白
色
。
同

E
Zロ
岳
民
の
、
ヴ
イ
ク
ラ

マ
暦
の
数
字
か
ら
西
暦
∞
品
目
年
の
執
筆
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
ウ
ダ
ヤ
ナ
に
つ
い
て
は
同
盟
巴
ロ
wo－
－
ロ
買
が

d
古

E
B
E
Eニ－
g
巴昨日

g
z
ユヨ

J

－u
・5
H
で
、
彼
の
同

5
0雪
印
同
と

H
m
w∞
E
S
S
E－
の
数
字
を
西
暦
む
∞
ω
年
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
彼
と
は
距
離
も
時
代
も
近
い
ジ
ユ
ニ
ャ

l
ナ
シ
ユ

リ
i
ミ
ト
ラ
の
論
文
に
反
論
し
て
い
る
こ
と
は
、
木
村
「
利
那
滅
論
証
と
ウ
ダ
ヤ
ナ
の
反
論
・
承
前
」
（
『
印
度
的
問
予
備
教
事
研
究
』
勾
’
N
）
に
述
べ
た
。

後
者
は

5
お
年
に
入
蔵
し
た
ア
テ
ィ

1
シ
ャ
の
師
の
一
人
で
あ
る
（
羽
田
野
伯
猷
「
カ
l
ダ
ム
派
史
」
、
『
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
」
第
五
号
）
。

ジ
ュ
ニ
ャ

l
ナ
シ
ュ
リ
l
の
弟
子
の
ラ
ト
ナ
キ
I
ル
テ
ィ
が
ウ
ダ
ヤ
ナ
に
反
論
し
て
い
る
。
な
巴
門
H
a
g
m
E
B
E
S
S
B
3
と
し
て
著
作
集
と
は
別
に

同

N

・Z
・3
E
aに
よ
っ
て
巴
∞
印
年
に
出
版
さ
れ
た
が
、
ま
だ
研
究
は
出
て
い
な
い
。
こ
の
三
人
は
地
域
も
年
代
も
非
常
に
近
い
。
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
イ

の
年
代
に
つ
い
て
は
木
村
『
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
に
お
け
る
宗
教
と
哲
学
」
（
大
東
出
版
社
）
の
「
序
論
」
第
2
章
で
、
お
よ
そ
日

8
1
8
0年
と
結
論

年
代
付
記

し
た
。
シ
ャ

l
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
は
吋
N
U
I
吋
∞
∞
年
頃
と
さ
れ
る
（
開
・
司
自
宅
包
E
R
当
N
同∞

οHア
℃
・
エ
ロ
）
。

ウ
ダ
ヤ
ナ
に
於
け
る
ダ
ル
マ
キ

1
ル
テ
ィ
引
用
の
経
緯
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木
村

俊
彦

(1）注

Z
ユ
ヨ
ユ
星
野
旦
官
官
弓
8
mユm
g円

四
円
四

E唱
同

v
・8
に
お
い
て
、
『
ニ
ヤ
l
ヤ
ピ
ン
ド
ゥ
』
の
認
識
論
を
凶
き
可
営
E
g
q
と
し
て
解
説
し
、
そ
の
後
、
無

相
論
者
的
見
婆
沙
師
を
並
べ
て
解
説
す
る
。
そ
れ
は
ヴ
ァ

I
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
ミ
シ
ュ
ラ
が

Z
ユ
ヨ
ユ
浮
島
旦
皆
吉
司
主
5
・－
u
・N
O
に
お
い
て
、

「
或
る
者
ど
も
は
未
証
悟
の
対
象
の
了
得
が
正
し
い
認
識
だ
と
し
、
或
る
者
ど
も
は
対
象
と
相
同
の
表
象
あ
る
認
識
に
つ
い
て
言
い
、
他
の
者

ど
も
は
認
識
の
無
相
（
邑
＆
5
5
F）
性
の
故
に
自
我
他
我
の
表
象
の
力
能
を
言
う
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ウ

ダ
ヤ
ナ
は
後
者
に
つ
い
て
、
「
世
俗
的
（
哲
学
的
）
に
は
対
象
の
表
象
（
苛
E
E
2
5
B）
が
正
し
い
認
識

S
E
E
S
S
M）
だ
と
し
、
表
象
と
は
心

理
的
な
性
質
（
g
E
ロヨ
S
3
B）
だ
か
ら
、
感
官
と
い
う
物
質
的
な
関
わ
り
を
持
た
な
い
と
言
う
の
が
無
相
論
者
だ
」
と
す
る
。
こ
れ
は
シ
ャ
l

ン
タ
ラ
ク
シ
タ
が
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
サ
ン
グ
ラ
ハ
』
最
終
章
で
、
経
量
部
と
対
論
し
な
が
ら
ブ
ッ
ダ
の
智
を
超
感
官
智
と
規
定
す
る
こ
と
に
関

連
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
「
毘
婆
沙
師
」
と
は
「
論
師
」
の
謂
。

木
村
「
利
那
滅
論
証
と
ウ
ダ
ヤ
ナ
の
反
論
」
（
『
印
度
撃
悌
教
事
研
究
』

81N）
、
同
「
承
前
」
（
同
誌
勾
ら
）
。
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Z
E
m
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E
n
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E同自
ω
B
O
D皆
同
雪
印
仏
3
E
＼
喜
里
丘
ロ
自
主
日
各
即
位

5
m
g∞Z
E
S

母
田
町
宮
自
立
と
官
官
品
。

σEσ
『
阿
君
主
毘
E
自
門
田
町
民
自
巴
。

uzmHEmww町内
of
＼＼（
Zub一吉宮何回国ー
mw一円F
H
U・匂

ω）

めュ
Bmshv皆
苫
E
回
目

MmFS2＆
皆
、
官
。
包

Sω
可。

zu品、吉田
mFE田
吉
田
〈
。
宮
』
．
皆
、

g
J
Q
m戸

E
q
h
g
m同百
Zu込山益、
σ『
AZFgmwB－
〈

mF同
mg－
岱
回
目

s
g・－
u
・K
5
N
・ヤ
N
－

E

自
己
雪
印
B
2
3
は
誤
り
。
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
イ
の
備
本
は
下
記
資
料
に
依
る
。
自
註
付
き
の
マ
ル
ヴ
ァ
ニ
ヤ
本
で
は
第
勾
倍
。

こ
の
昭
和
七
年
九
月
の
直
後
に
『
輯
撃
研
究
』
第
忌
披
（
昭
和
七
年
十
二
月
）
と
同
N
C
競
（
同
八
年
十
一
月
）
に
釘
宮
武
雄
「
有
分
別
智
の
構
成

及
び
性
質
に
つ
い
て
｜
｜
法
稿
造
正
理
一
滴
に
拠
る
｜
｜
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
の
『
ニ
ヤ
i
ヤ
ピ
ン
ド
ウ
』
と
ダ
ル
モ

l
タ
ラ
註

の
出
版
、
及
び
シ
チ
ェ
ル
パ
ト
ス
コ
イ
の
研
究
は
木
村
「
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
に
お
け
る
哲
学
と
宗
教
』
（
大
東
出
版
社
忌
匂
∞
）
の
序
論
第
一

(6) (7) 

章
に
詳
し
ぐ
述
べ
た
。
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宮
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『
ニ
ヤ
l
ヤ
・
パ

l
シ
ュ
ヤ
の
論
理
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』
、
昭
和
三
十
一
年
。

木
村
俊
彦
『
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
宗
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哲
学
の
原
典
研
究
』
、
昭
和
五
十
六
年
。

同
『
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
に
お
け
る
哲
学
と
宗
教
』
、
一
九
九
八
。

同
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
神
の
証
明
」
（
『
論
集
」
第
二
十
八
号
、
平
成
十
三
年
）
。

金
倉
園
照
『
イ
ン
ド
の
自
然
哲
学
』
、
一
九
七
一
。

同
「
法
稿
（
U
F
R自
白
毘
邑
）
の
断
片
」
（
『
哲
皐
雑
誌
』
）
第
忠
吋
競
、
昭
和
七
年
）
。

同
「
哲
人
ヴ
ア

1
チ
ャ
ス
バ
テ
ィ
ミ
シ
ユ
ラ
」
（
『
印
度
哲
学
仏
教
学
研
究
』

E
）
、
昭
和
五
十
一
年

神
舘
義
朗
「
ヴ
ェ
ー
ダ
l
ン
タ
哲
皐
と
悌
教
交
渉
の
一
断
面

l
l仮
装
の
悌
教
徒
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
」
（
「
日
本
悌
教
皐
曾
年
報
』
第
二
十
三
号
）
、
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於

ON THE CITATIONS OF THE NY A Y ABINQU AND 
THEPRA乱1ANバγARTTIKABY THE NAIY A YIKAS 

Toshihiko KIMURA 

At the opportunity of the reference of ’prama9am’by Uddyotakara in his Nyayavarttika 

け Vacaspatimi<;,:rasuggested the theory of Dharmak!rti on correct knowledge in his 

多附yavarttikatatparyar悩 Dharmakirtiinsists制 acor附 加仰ledgesupposes a n仰 obi

ル andthat it consists of resemblance to its object. Udayana cited the passages of the Nya~「abindu I, 

18-21 in his annotation dividing the two parts (18-19 and 20-21). Furthermore they defenced the 
マ
キ

jレ
ア
イ
ヲ｜
用

criticism of Naiyayika’s contradiction on the theory of sound ( <;,:abda与） by Dharmakirti in his 

Vadanyaya. The Nyaya-Vai<;,:eshika regarded the sound as non-eternal. Dharmakirti pointed out 

their contradiction saying that both eternality and non-eternaity can be seen at their thesis 

because words have universality (samanyam, i.e. <;,:abdatvam). Vacaspati answered that they used 

2帥 co附 treason

緯 Asfor the karma-theory also Udayana cited the Prama9avarttikakarika Il , 225b-226a where 

Dharmakirti argued the non-greed-theory of deliverance from the standpoint of non-egoism. 

Against his argument Udayana denied the non-egoism theory without greed, and offered the 

argumentum ad absurdum saying that the materialists (Carvaka与） also must get salvation 

according to Dharmakirti’s theory, because the materialists asserted the salvation on the basis of 

non-egoism and deemed the annihilaton of spirit (atma) after the death. This intimacy with 

Dharmakirti revealed itself differing from his lament of disregardedness in his poems translated 

by Kimura in our“Dharmakirti on Philosophy and Religion" (1998), Introduction, ch. 2 

It is noteworthy that Udayana simplifies the opening passage of the Nyayabindu, 

“sarμyagjfianapfirvika sarvapurusharthasiddhil;i", as“yad aha Kirti与prama9amsarveshti9arμ 

nibandhanam”（Nyayavarttikatatparyapari<;,:uddhi, ed. Thakur, p. 421, 6). 
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